な 素材と して 選ばれた のであろう。 あれ は 何月 頃で あ 

ろうか。 とにかく うすら 寒い 時候に 可愛らしい 筍 を 

によき によき と 簇生させる。 引抜く と、 きゅうつ き ゆ 

うつと 小気味の 好い 音 を 出す。 軟らかい 緑の 茎 に 紫色 

<まど 

の 隈取りが あって 美しい。 なまで 嚙 むと 特徴 ある 青臭 

い 香が する。 

年取った 祖母と 幼い 自分と で 宅の 垣根 をせ せり 歩い 

てそうけ (笊) に 一杯の 寒竹 を 採る の は 容易であった。 

そうして 黒光りの する 台所の 板 間で、 薄暗い 石油 ラン 

プの燈 下で 一 つ 一 つ 皮 を 钟 いでいる。 そういう 光景が 

一 つの 古い 煤けた 油 画の 画面の ような 形 をと つて 四十 



が 廻って 来たので、 自分 は 遠慮なく このた だ 一 つの 柿 

を 取上げた。 少し はしたな いような 気 はした が、 天涯 

の 孤客 だからと 自分で 自分に 申し訳 を 云った。 この 

口 ー マの 宿の 一 顆の 柿の 郷土 的 味覚 はい まだに 忘れ 難 

いものの 一 つで ある。 

味覚の 追憶な ど は あまり 品の 好い 話で はない ようで 

ある。 しかし それだけに 原始的 本能 的に 深刻な 真実性 

を もっている。 そうして その 背後に はや はリ 自分の 一 

生涯の 人間 生活の 記録が 隠されて いるので ある。 

(昭和 七 年 二月 『郷土 読本』) 
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